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　長年にわたり、防犯活動に貢献をされている、
武田良明さん（印西警察署管内少年ボランティ
ア協議会副会長）が全国防犯協会連合会会長表
彰「防犯栄誉銅章」を、兎澤宏和さん（桜台地区
防犯連絡会代表、市防犯指導員）が県警察本部長、
県防犯協会理事長連名表彰「防犯功労者表彰」を、
桜台地区防犯連絡会が関東管区警察局長、関東防
犯協会連絡協議会会長連名表彰「特別功労団体表
彰」を受賞しました。
　武田さんは「20年余り夜のパトロールを実行
していたその実績が認められたのかなと思いま
す。青少年の健全育成と、犯罪の抑止になればと続けてきました。このような章をいただいて
大変うれしいです」と、兎澤さんは「市で初めて防犯連絡会という形を立ち上げ、地域の特に
子どもたちの安全で安心なまちづくりを目標に活動をしてきました。ひとりふたりでは成果が
上がるわけではなく、たくさんの目で『まち』を見ることが大事だと思います。長年行ってき
たご褒美かなと思っています」と喜びを話してくれました。
■問　市民安全課交通防犯班　内線3324

■総合計画審議会答申……………………2
■育休任期付職員（保健師）を募集……2
■都市再生整備計画事後評価（原案）の公
表……………………………………………2
■市の人事行政の運営状況を公表………3
■市内中小企業を対象に各種補助制度や
相談会などを実施…………………………4
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市民活動まつり「イベント広場」の様子

　
イ
ベ
ン
ト
の
当
日
は
、
参
加
団
体

に
よ
る
展
示
や
体
験
、
販
売
な
ど
を

行
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
し
ろ
い
ふ
る
さ
と
ガ
イ

ド
の
会
」
に
よ
る
会
場
周
辺
約
2
㌔

㍍
を
歩
く
「
法
目
地
区
ウ
ォ
ー
ク
ガ

イ
ド
（
市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
へ

事
前
申
し
込
み
）」
や
、
盲
導
犬
と

の
歩
行
体
験
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で
の

歌
や
踊
り
、
楽
器
演
奏
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
の
行
事
を
行
い
ま
す
。

　
イ
ベ
ン
ト
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
民
活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
、
各
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
配

布
し
て
い
る
情
報
紙
「
F
R
O
N
T

I
E
R
（
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
） 

」
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
29
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班
　
内
線
3
1
5
2
・
3
、
市
民

活
動
推
進
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
8
）

0
7
0
5

1階イベント広場　タイムスケジュール
開始
時間 出演団体（内容）

10：00 開会式～開会宣言～

10:10 南山中学校吹奏楽部（ブラスバンドの演奏）

10:40 アニマルフレンド（盲導犬協会のお話）

11:10 白井スクエアダンスクラブ（実演・体験）

11:45 白井子どもの放射線問題を考える会（プレゼンテーション）

12:00 登喜葉会（三味線・端唄）

12:25 スイング・ホワイト・ジャズ・オーケストラ（スイングジャズ）

13:00 白井市文化団体協議会　アロハ・フラナニ（フラ・実演）

13：25
1分間スピーチ・プレゼンテーション大会
まつり参加の全団体、市民大学校、運営委員
会など

14:25 SINCS白井自然と芸術文化の会白井少年少女合唱団（合唱）

14:50 おやじってブラボー合唱団（男声合唱）

15:10 フィナーレ～みんなで歌おう～

15:30 閉会式

※開始時間は、若干前後することがあります。

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。

参加の市民活動団体（主な内容）

1階

●NPO法人みどりと大地の会（梨みそ、梨の蜜など）●成東プロジェクト（かやく
ご飯、漬け物など）●健康文化都市夢ふれ愛サークル（ぶっかけそば）●ししばの
丘クレープハウス（クレープ）●白井市茶華道協会（生け花展示）●白井スクエア
ダンスクラブ（ダンス実演・体験）●白井国際交流協会（コーヒー、クッキー）
●喫茶たんぽぽ（軽食）

2 階

●しろいふるさとガイドの会●NPO法人谷田武西の原っぱと森の会●アダプト5
ゴミゼロ

30ク
ラブ●NPO法人コラボしろい●NPO法人しろい環境塾●白井の自然を考える会
●EM白井野菜の会●白井シニアライオンズクラブ●NPO法人北総コラボレーショ
ン（展示）●まちづくり協力隊・双葉会（交流・ 休憩喫茶コーナー）●NPO法人せっ
けんの街（リサイクルせっけん販売）●白井再生可能エネルギー協議会（展示・相談）
●白井環境ネットワークの会（展示・食品販売）●ニッポンアクティブライフクラ
ブ（日用雑貨販売）●白井社会ボランティアの会（展示・ゲームなど）●産業カウ
ンセラー北総チーム（展示・体験）●市民活動推進センター運営委員会（白井の今昔）

3 階

●NPO法人住みよい地域づくり推進協議会●白井平和委員会●しろい・九条の会
●北総線の運賃値下げを実現する会●白井市文化団体協議会●白井子ども劇場（展
示・体験）●しろい人形劇まつり実行委員会●白井市民大学校（展示）
●SINCS白井自然と芸術文化の会（展示・キャンディネックレス）●アニマルフレ
ンド（展示・体験）●白井子どもの放射線問題を考える会（展示・発表）●成年後
見なし坊あんしんサポート（展示・相談）

　市内ではいろいろな市民活動団体・ボランティアグループが、
地域の活性化や住みよいまちづくりを目指して日々活動してい
ます。活動を紹介することで、より多くの皆さんに活動内容を
知っていただくとともに、活動に参加するきっかけづくりとし
て29日㈰に「市民活動まつり」を開催します。

市 民 活 動 ま つ り
いい え が おしりあう　ひ ろばで

2015

市の農業の発展に尽力
押田豊さんが県功労者表彰を受賞
　長年にわたり、農業委員
として白井市農業の発展に
尽力した功績が認められ、
11月3日に千葉県議会議場で
行われた、文化の日千葉県
功労者表彰式で、押田豊さ
んが「文化の日千葉県功労
者表彰（農林水産功労）」を
受賞しました。
　押田さんは「農家と市役
所の架け橋として、農業の振興に15年間農業委員を
努めてこられたのも、皆さんと家族の協力のおかげ
と感謝しています。しろいの美味しい梨を追及して
50年になりますが、これからも頑張ります」と喜び
を話してくれました。
■問　農業委員会農地班　内線3262

受賞した押田豊さん
受賞した武田良明さんと兎澤宏和さん（左から）

市の防犯活動に貢献した武田良明さんと
兎
と ざ わ

澤宏和さん、桜台地区防犯連絡会が表彰



22015.11.15

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　
平
成
28
年
度
を
初
年
度
と
す
る
、

新
た
な
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

「
第
5
次
総
合
計
画
」
は
、
市
の
10

年
間
の
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
る
基
本
構
想

が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
基
本
構
想
で
示
し
た
将
来
像
「
と

き
め
き
と
み
ど
り
あ
ふ
れ
る
快
活
都

市
」
の
実
現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

の
重
点
戦
略
に
沿
っ
て
、
市
が
特
に

力
を
入
れ
て
取
り
組
む
施
策
を
示
し

た
「
前
期
基
本
計
画
（
平
成
28
年

〜
32
年
度
の
5
年
間
）」
に
つ
い
て
、

10
月
20
日
に
総
合
計
画
審
議
会
か
ら

答
申
を
受
け
ま
し
た
。

　
総
合
計
画
審
議
会
は
、
市
民
・
諸

団
体
代
表
・
学
識
経
験
者
の
15
人
で

構
成
さ
れ
、
総
合
計
画
の
基
本
構
想

〜
総
合
計
画
審
議
会
答
申
〜

　
第
５
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
（
案
）

お
よ
び
基
本
計
画
策
定
に
つ
い
て
市

長
の
諮
問
に
応
じ
調
査
・
審
議
す
る

こ
と
や
、
現
計
画
の
推
進
状
況
な
ど

に
つ
い
て
市
長
へ
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
市
の
附
属
機
関
で
す
。

　
答
申
で
は
、
前
期
基
本
計
画
（
案
）

に
次
の
3
つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し

た
。

●
厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て
市
民

と
共
通
認
識
を
図
る
と
と
も
に
、
行

政
経
営
改
革
を
確
実
に
実
行
し
、
財

政
の
健
全
化
に
重
点
を
置
い
た
行
政

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い

●
市
が
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
市
民
と

共
有
し
、
市
民
に
期
待
さ
れ
る
役
割

や
市
民
の
力
を
必
要
と
す
る
分
野
を

明
確
に
し
て
、
市
と
市
民
が
共
に
同

じ
方
向
に
向
か
っ
て
施
策
を
推
進
す

る
仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ま
れ
た

い●
北
総
線
の
運
賃
対
策
や
ア
ク
セ
ス

特
急
の
市
内
駅
へ
の
停
車
、
北
総
線

を
基
に
し
た
市
内
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備
な
ど
交
通
の
利
便
性
の
向

上
に
向
け
て
、
関
係
機
関
と
連
携
し

な
が
ら
不
断
の
努
力
を
さ
れ
た
い

※
市
は
、
第
5
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
（
案
）
を
議
会
に
諮
っ
て
い

き
ま
す
。

　
第
5
次
総
合
計
画
前
期
基
本
計

画
（
案
）
答
申
の
内
容
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
市
役
所
1
階
情
報
公
開

コ
ー
ナ
ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
1
・
3

　市では、職員の育児休業取得に伴い、任期付職員（保健師）の募集を行い
ます。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時間などが正規職員と同様で、
採用期間を定めた職員をいいます。
募集要件・人数　保健師の資格を有し、昭和45年4月2日以降に生まれた人（45
歳以下、超える場合は要相談）　1人
任期　平成28年1月31日から平成29年3月31日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　保健福祉センター　健康課
勤務内容　住民健（検）診後の相談および保健指導などの成人保健業務
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要事項を
記入の上、保健師免許証（写し）を添えて、11月16日㈪から30日㈪までに郵
送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員（保健師）を募集

　市では、国の交付金を活用し、まちづくりなどを行う白井北部地区都市再
生整備計画事業を平成22年度から26年度までの5年間で、「人々が集い、安全
で安心して暮らせるまちづくり」を目標に白井コミュニティセンターの整備
や白井児童館の改築、防犯灯の設置および道路の修繕などの事業を実施して
きました。
　このたび、事業が完了したことから事業の効果などを検証し、「事後評価（原
案）」を作成しましたので公表するとともに、市民の皆さんから意見を募集し
ます。
募集期間　16日㈪～ 30日㈪
閲覧場所　都市計画課、市ホームページ
対象　市内に在住・在勤・在学の人（法人または団体を含む）
意見の提出方法　30日㈪までに任意様式で、住んでいる地区名（在勤・在学
の人は勤務・就学地区名）を記入し、郵送（当日消印有効）かメール、また
は直接都市計画課へ
※いただいた意見の個別回答は行いません。また、応募に要する諸費用は応
募者本人の負担となります。
■問　都市計画課計画整備班　内線3236・{toshi-keikaku@city.shiroi.chiba.jp

都市再生整備計画事後評価（原案）
の公表・意見募集

　接骨院や整骨院などで治療を受ける場合、国民健康保険が使えない場
合がありますので、治療の際は接骨院や整骨院の窓口で問い合わせてく
ださい。
国民健康保険が使えるもの
・骨折、脱臼、打撲および捻挫（肉ばなれを含む）
国民健康保険が使えないもの
・日常生活からくる肩こり、疲れ、体調不良、スポーツによる筋肉疲労、
マッサージとしての利用
治療を受けるときの注意事項
・負傷した原因「いつ」「どこで」「何をして」「どんな症状か」を正確
に施術者に伝えましょう
・施術者が患者に代わり保険請求をする場合、受診した人の同意署名が
必要となります。署名または捺印をする前に内容を十分確認しましょう
■問　保険年金課保険年金班　内線3180・1

西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
設
建
設
準
備
委
員

会
か
ら
提
案
書
が
提
出

　
市
は
、
西
白
井
地
区
（
ベ
リ
ー

フ
ィ
ー
ル
ド
）
に
所
有
し
て
い
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
用
地
の
整
備
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
内
容
や
管
理
運
営

方
法
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
「
西
白

井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
建
設
準

備
委
員
会
」
を
設
置
し
、
市
民
参
加

に
よ
る
検
討
を
し
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
検
討
結
果
が
ま
と
ま
り
、

10
月
14
日
に
黒
添
誠
委
員
長
か
ら
市

長
に
「
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

施
設
建
設
に
係
る
提
案
書
」
が
提
出

さ
れ
ま
し
た
。

　
提
案
書
で
は
「
施
設
は
、
最
も
建

設
コ
ス
ト
の
低
い
構
造
か
つ
必
要
最

小
限
の
規
模
と
し
て
、
国
・
県
な
ど

か
ら
の
補
助
金
を
有
効
活
用
し
、
地

域
の
現
状
を
考
え
速
や
か
に
施
設
建

設
を
す
る
こ
と
」
な
ど
が
提
案
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
西
白
井
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

用
地
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

所
在
地
　
西
白
井
2
丁
目
16
番
1

面
積

　
2
、
5
0
0
平
方
㍍

※
提
案
書
は
、
市
民
活
動
支
援
課
や

情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
各
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
で

閲
覧
で
き
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動
支

援
班

　
内
線
3
1
5
1
・
2

　
毎
日
の
よ
う
に
出
る
生
ご
み
、
皆

さ
ん
は
ど
の
よ
う
に
捨
て
て
い
ま
す

か
。

　
生
ご
み
は
捨
て
る
前
に
ギ
ュ
ッ
と

ひ
と
絞
り
「
水
切
り
」
す
る
こ
と
で
、

ご
み
袋
か
ら
出
る
悪
臭
や
害
虫
発
生

の
抑
制
、
ご
み
の
減
量
、
処
理
費
用

の
削
減
に
大
き
な
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
心
が
け
で
で
き
る

簡
単
な
水
切
り
方
法
で
ご
み
の
減
量

化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

水
切
り
の
方
法

●
茶
が
ら
や
テ
ィ
ー
バ
ッ
ク
な
ど
水

分
の
多
い
も
の
は
ギ
ュ
ッ
と
ひ
と
絞

り
し
、
い
ら
な
い
紙
の
上
な
ど
で
乾

燥
さ
せ
て
か
ら
捨
て
る

●
三
角
コ
ー
ナ
ー
な
ど
に
水
切
り

ネ
ッ
ト
を
使
い
、
ご
み
袋
に
あ
け
る

前
に
「
も
う
ひ
と
絞
り
」
す
る

水
切
り
を
実
践
し

ご
み
の
減
量
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う ⑲

●
野
菜
の
使
え
な
い
部
分
は
あ
ら
か

じ
め
洗
う
前
に
切
り
落
と
し
て
、
ぬ

ら
さ
な
い
よ
う
に
す
る

●
減
量
効
果
の
あ
る
二
重
構
造
の
バ

ケ
ツ
を
使
用
す
る

生
ご
み
減
量
処
理
機
等

助
成
制
度
に
つ
い
て

　
市
で
は
、
家
庭
な
ど
か
ら
出
さ
れ

る
生
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
を
促
進

す
る
た
め
生
ご
み
を
処
理
す
る
機
械

な
ど
を
購
入
さ
れ
た
人
に
対
し
、
助

成
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
助
成
金
額
　
機
械
式

購
入
費
の
2
分
の
1
（
限
度
額
3
万

円
）
容
器
式
　
購
入
費
の
3
分
の
2

（
限
度
額
3
千
円
）

※
生
ご
み
処
理
容
器
と
生
ご
み
処
理

機
の
併
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
購
入
を
し
よ
う
と
考
え

て
い
る
人
は
、
こ
の
助
成
金
を
活
用

し
て
く
だ
さ
い
。

　
助
成
金
の
詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
確
認
で
き
ま
す
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
7

下
水
道
（
雨
水
）
工
事

の
お
知
ら
せ

　

こ
の
工
事
は
大
雨
な
ど
に
よ
る
家

屋
や
道
路
の
浸
水
を
防
ぐ
た
め
、
雨

水
管
を
地
中
に
埋
設
す
る
も
の
で
す
。

　
工
事
は
昼
間
に
行
い
、
工
事
期
間

中
は
交
通
規
制
を
行
い
ま
す
。

期
間
　
〜
平
成
28
年
3
月
下
旬
ま
で

※
工
事
の
場
所
と
交
通
規
制
区
間

（
車
両
通
行
止
め
、
片
側
交
互
通
行
）

に
つ
い
て
は
、
広
報
10
月
15
日
号
4

ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
「
水

道
工
事
」
と
同
じ
箇
所
と
な
り
ま
す
。

問
　
上
下
水
道
課
計
画
建
設
班
　
内

線
3
4
5
2

柔道整復師
（接骨院・整骨院）のかかりかた

提案書を手渡す黒添委員長(右)と岡野副委員長（左）

答申書を手渡す総合計画審議会高尾会長（中央）と
平川副会長（右）

お知らせ　「私のまちのかかりつけ医」の掲載は終了しました。
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

市の人事行政の運営状況
を公表します

　市では「白井市人事行政の運営等の公表に関する条例」の規定に基づき市の
職員数、職員の給与や勤務時間などの勤務条件、服務の状況などを公表します。
　各項目の詳細は、市ホームページで確認することができます。
■問　総務課人事班　内線3314・5

◆職員の給与の状況
（ア）平成26年度普通会計決算における人件費の状況
住民基本台
帳人口（平成
26年度末）

歳出額
（A） 実質収支 人件費

（B）
人件
費率
（B/A）

（参考） 
25年度の
人件費率

62,816人 17,959,336千円 591,604千円 3,209,897千円 17.9㌫ 18.1㌫
※普通会計とは、一般会計と給食会計を合わせたもの（水道会計と下水道会
計などの特別会計を除く）で、決算統計上ほか地方公共団体相互間の比較や
時系列比較が可能となるよう用いられているもので、人件費とは職員に支給
された給与、共済組合事業主負担金、公務災害補償基金負担金、市長など常
勤の特別職・議員・教育委員会委員・選挙管理委員会委員などの非常勤特別
職に支給された給料･報酬などの総額です。

（イ）平成26年度普通会計決算における職員給与費の状況

職員数
（A）

給与費 1人当たり
の給与額
（B/A）給料 職員手当 期末

・勤勉手当 計（B）

371人 1,415,612千円 275,392千円 542,640千円 2,233,644千円 6,021千円
※職員数は全職員数から公営企業などの職員数を減じたものです。

（エ）職員の平均給料月額・平均年齢の状況（平成27年4月1日現在）
一般行政職職員 技能労務職職員

給料月額 給与月額 年齢 給料月額 給与月額 年齢

338,776円 443,875円
（383,368円） 43.2歳 280,723円 342,948円

（303,012円） 54.0歳

※カッコ内の数字は後日国が公表する予定の国家公務員平均給与と比較が
できるよう通勤手当、時間外勤務手当および特殊勤務手当を除いたもので
す。「給与」は、給料と諸手当から構成されています。
（オ）職員の初任給の状況（平成27年4月1日現在）

区分 白井市 千葉県 国

一般行政職
大学卒 182,800円 182,800円 総合職　181,200円

一般職　174,200円
高校卒 148,200円 148,200円 一般職　142,100円

（ウ）職員の主な手当の状況（平成27年4月1日現在）

区分 内容・支給状況
支給実績
1人当たりの
平均支給年額

扶養
手当

扶養親族のある職員に支給する手当
●配偶者　月額13,000円
●配偶者以外の扶養親族　1人月額6,500円　（配偶者がいない場合
は、1人目は月額11,000円）
※16歳から22歳までの子は1人月額5,000円加算

32,309千円

244,765円

住居
手当

借家などに居住し、家賃を支払っている職員などに支給する手当
●借家　家賃の額に応じて月額27,000円を限度に支給（家賃が月
額12,000円を超える場合に限る）

11,939千円

298,475円

通勤
手当

電車やバス、自家用車などにより通勤する職員に支給する手当
●電車・バス　6カ月定期券代など1カ月当たり55,000円まで全額
支給
●自家用車など　使用距離に応じて月額2,000円から31,600円まで
支給
※通勤距離が片道2㌔㍍を超える職員が対象です。

29,235千円

94,306円

管理職
手当

管理または監督の地位にある職員の職に応じて定額を支給する手
当
●部長職　月額70,500円　●参事職　月額61,100円
●課長職　月額57,500円　●主幹職　月額44,300円

29,365千円

652,556円

管理職
特別勤
務手当

管理職職員が臨時または緊急そのほか公務運営の必要により休日
などに勤務した場合、職に応じて8,000円から12,000円まで（勤務
時間が6時間を超える場合は50㌫増し）を支給する手当

446千円

21,238円

地域
手当

職員の給与水準が民間賃金の地域間格差を適切に反映されたもの
にするための手当
（給料月額＋管理職手当＋扶養手当）×6/100

84,198千円

233,235円

特殊勤
務手当

著しく危険、不快、不健康または困難な勤務、そのほか著しく特
殊な勤務に従事したときに支給する手当
●防疫処理手当　日額300円
●災害対策業務手当　日額500円
●行旅病人等取扱手当　行旅死亡人1件に付き3,000円、行旅病人1
件に付き1,000円
●動物死体処理手当　日額 300円

21千円

2,333円

時間外
勤務手
当（休
日勤務
手当を
含む）

通常の勤務時間を超過して勤務したときに支給する手当（管理職
を除く）
●勤務日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時間給単価
×125/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は150/100）
●週休日における時間外勤務　1時間当たり当該職員の時間給単価
×135/100（午後10時から翌朝午前5時までの深夜勤務は160/100）

86,886千円

387,884円

期末・
勤勉
手当

民間のボーナスに相当する手当
※勤勉手当の支給割合は勤務成績により加減措置があり、職制上
の職務の級による加算処置があります。
●期末手当（給料月額＋地域手当＋扶養手当）×支給割合
6月期　1.225月　12月期　1.375月　計　2.60月
●勤勉手当（給料月額＋地域手当）×支給割合
6月期　0.750月　12月期　0.750月　計　1.50月

542,640千円

1,654,390円

退職
手当

退職手当は、千葉県市町村総合事務組合で共同処理しており、同組合
の退職手当条例で支給率が規定されています。
退職時の給料月額に下表支給率を乗じて基本額とし、在職中の職務の
級に応じて決定される調整額と合算した金額となります。ただし、経
過措置として、18年度の制度改正により、平成18年3月31日に退職し
たものとして改正前の規定により計算した場合の額が、実際の退職日
において改正後の規定により計算した額よりも多い場合は、その多い
額を支給します。

223,496千円

15,964,007円
区分 勤続20年 勤続25年 勤続35年 最高

限度額
自己都合 20.445月分 29.145月分 41.325月分 49.59月分
勧奨・定年 25.55625月 34.5825月分 49.59月分 49.59月分
※支給実績は平成26年度普通会計決算額です。

◆職員の任免および職員数の状況
（ア）部門別職員数の状況（各年4月1日現在）

部門
職員数 対前年

増減数平成26年職員数 平成27年職員数
一般行政

（うち福祉）（人） 306（102） 303（106） △3（4）

教育（人） 69 68 △1
公営企業など（人） 40 42 2
合計（人） 415 413 △2

※△はマイナスを表します。職員数は市長および副市長を除く職
員の人数で、地方公務員の身分を保有する休職者を含み、短時間
勤務職員および臨時・非常勤職員は除いています。

（イ）一般行政職職員の級別職員数の状況（平成27年4月1日現在）
区分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

計標準的な
職務内容

主事補 主事 主任主事
主査補 主査 副主幹

課長 部長
技師補 技師 主任技師 主幹 参事

職員数（人） 20 27 53 59 37 26 38 12 272

構成比（㌫） 7.4 9.9 19.5 21.7 13.6 9.6 14.0 4.4 100.1

※一般行政職職員の職務は、その複雑・困難および責任の程度に基づいて1級から8級に分類さ
れ、標準的な職務はそれぞれの級における代表的な職名で、一般行政職とは、税務職・医療技
術職・看護保健職・福祉職・企業職・技能労務職以外の事務・技術職（再任用職員を除く）な
どです。構成比は小数点以下第2位を四捨五入しているため、合計は100とはなりません。

◆職員の勤務時間そのほかの勤務条件の状況
（ア）勤務時間の状況（平成27年4月1日現在）
1週間の勤務時間 勤務開始 勤務終了 休憩 週休日

38.75時間 8:30 17:15 12:00 ～ 13:00 土・日曜日

※各センターなど土・日曜日に勤務を要する場合は、勤務時間の割
り振りを変更することにより対応しています。

（イ）休暇などの状況（平成26年度）

休暇の種類 休暇日数など 取得日・
件数

年次
有給休暇

年度につき20日間（前年度に未使用日数がある場
合は、最大20日を翌年繰越）

平均
13.3日

夏季休暇 7月から9月までの間で8日 平均7.5日

特別休暇 産前・産後休暇、配偶者出産休暇、結婚休暇、育
児時間休暇、忌引休暇など 210件

病気休暇 負傷または疾病のため療養を要する場合、必要最
小限度の期間 50件

介護休暇
（無給）

負傷・疾病または老齢により2週間以上にわたり父母・
子など親族を介護しなければならない場合、6カ月（再
取得可）を限度として必要と認められる期間

0件

育児休業
（無給）

満3歳に満たない子を養育するため当該子が3歳に
達する日までの期間を限度とする期間 22件

育児部分
休業（無給）

小学校就学の始期に達するまでの子を養育するた
め1日2回30分単位で2時間を超えない範囲 7件

◆特別職等の給料などの状況（平成27年4月1日現在）
　現在の給料の月額は平成6年4月1日から適用しています。

区分 給料・報酬（月額） 期末手当

給料
市長 830,000円（747,000円） 6月期

12月期
計

1.85月分
2.00月分
3.85月分

副市長 690,000円（655,500円）
教育長 650,000円（637,000円）

報酬
議長 390,000円 6月期

12月期
計

2.10月分
2.30月分
4.40月分

副議長 320,000円
議員 300,000円

※給料のカッコ内は白井市特別職等の職員の給与の特例に関する条例に
基づき、平成21年4月から平成27年5月21日までそれぞれ一定の割合の額
を減じた後の金額です。

◆公平委員会業務の
状況（平成26年度）
　公平委員会は、職員の
利益の保護と公正な人事
権の行使を保障するため
の機関で「勤務条件に関
する措置の要求に係る事
項」「不利益処分に関す
る不服申し立てに係る事
項」ともに、該当案件は
ありませんでした。

（イ）懲戒処分の処分状況
　懲戒処分は、職員の義務違反に対する道義的責任を問い、
秩序の維持を図ることを目的とした制裁的な処分で「免職」
「停職」「減給」「戒告」の4種類があります。平成26年度は、
懲戒処分の該当はありませんでした。

区分 処分者数（人）
処分事由 免職 休職 降任 降給

心身の故障の場合 ― 8 1 ―

◆職員の分限および懲戒処分の状況（平成26年度）
（ア）分限処分の処分状況

※分限処分は、公務能率の維持を目的とした処分で「免職」
「休職」「降任」「降給」の4種類があります。
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市
で
は
、
中
小
企
業
の
振
興
を
図

る
た
め
に
、
各
種
補
助
制
度
や
相
談

会
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
補
助
制
度
を
利
用
す
る
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
条
件
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

中
小
企
業
経
営
な
ん
で

も
相
談

　
事
業
者
が
抱
え
る
あ
ら
ゆ
る
経
営

課
題
に
つ
い
て
、（
社
）
千
葉
県
能

率
協
会
と
連
携
し
、
中
小
企
業
診
断

士
や
税
理
士
な
ど
の
経
営
専
門
家
が

無
料
で
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
が
、

事
前
に
商
工
振
興
課
に
申
し
込
み
を

し
た
場
合
は
、
内
容
に
よ
り
専
門
の

相
談
員
が
対
応
し
ま
す
。

日
時

　
毎
月
第
2
火
曜
日

　
午
後
2

時
〜
5
時

場
所

　
公
民
セ
ン
タ
ー

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ
テ

ラ
イ
ト
相
談
所

　
白
井
工
業
団
地
協
議
会
の
協
力
と

（
公
財
）千
葉
県
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

と
連
携
し
て
、
毎
月
1
回
「
千
葉
県

よ
ろ
ず
支
援
拠
点
サ
テ
ラ
イ
ト
相
談

所
」
を
開
設
し
、
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
の
経
営
の
あ
ら
ゆ
る
悩
み

の
相
談
を
無
料
で
受
け
付
け
、
適
切

な
解
決
方
法
を
提
案
し
ま
す
。

日
時
　
毎
月
第
4
火
曜
日
　
午
前
10

時
〜
午
後
4
時

場
所
　
白
井
工
業
団
地
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
（
河
原
子
街
道
「
工
業
団
地

中
交
差
点
」
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
2
階
）

※
相
談
に
は
、
事
前
の
予
約
が
必
要

で
す
。

申
　
電
話
で
（
公
財
）
千
葉
県
産
業

振
興
セ
ン
タ
ー
（
千
葉
県
よ
ろ
ず

支
援
拠
点
）　
☎
0
4
3
（
2
9
9
）

2
9
2
1
へ

労
働
相
談
（
年
金
・
労

働
相
談
）

　
雇
用
に
伴
う
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、

事
業
主
お
よ
び
労
働
者
か
ら
の
相
談

を
社
会
保
険
労
務
士
が
無
料
で
対
応

し
ま
す
。

※
事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

日
時

　
毎
月
第
2
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
翌
日
）　
午
前
10
時
〜
午
後

3
時

場
所
　
市
役
所
2
階
相
談
室

国
際
規
格
等
認
証
取
得

支
援
制
度

　
経
営
基
盤
の
強
化
お
よ
び
環
境
に

配
慮
し
た
経
営
体
制
の
確
立
を
図
る

た
め
、
国
際
規
格
な
ど
の
認
証
取
得

事
業
者
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

　
制
度
の
支
援
を
受
け
る
に
は
、
国

市
内
中
小
企
業
を
対
象
に

各
種
補
助
制
度
や
相
談
会
な
ど
を
実
施

際
規
格
な
ど
の
認
証
取
得
前
に
申
請

が
必
要
で
す
。

対
象
事
業
　
国
際
規
格
お
よ
び
エ
コ

ア
ク
シ
ョ
ン
21
の
認
証
取
得

補
助
率
　
国
際
規
格
認
証
を
取
得
す

る
場
合
　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内
（
上
限
20
万
円
）　

エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21
認
証
を
取
得
す

る
場
合
　
対
象
経
費
の
2
分
の
1
以

内
（
上
限
5
万
円
）

中
小
企
業
資
金
融
資
制
度

　
商
品
や
資
材
の
仕
入
れ
な
ど
、
経

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
の
運
転
資

金
ま
た
は
設
備
や
機
械
の
近
代
化
を

し
よ
う
と
す
る
資
金
な
ど
を
、
県
信

用
保
証
協
会
の
保
証
を
得
て
指
定
す

る
金
融
機
関
を
通
じ
て
低
金
利
で
融

資
が
受
け
ら
れ
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

　
利
子
補
給
も
受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、

資
金
使
途
に
応
じ
て
利
用
し
て
く
だ

さ
い
。

対
象

　
市
内
で
事
業
を
営
ん
で
お
り

市
税
に
滞
納
が
な
い
人

融
資
限
度
額
・
返
済
期
間
　
運
転

資
金
1
、
0
0
0
万
円
以
内
（
5

年
以
内
）、
設
備
近
代
化
資
金
2
、

0
0
0
万
円
以
内
（
7
年
以
内
）

※
そ
の
ほ
か
独
立
開
業
資
金
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

融
資
利
率
　
2
・
3
〜
2
・
8
㌫

取
扱
金
融
機
関

　
千
葉
銀
行
（
白
井

支
店
・
小
室
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
・

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
支
店
）、
京
葉

銀
行
（
白
井
支
店
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
支
店
・
鎌
ケ
谷
支
店
）、
千
葉

興
業
銀
行
（
白
井
支
店
・
鎌
ケ
谷
支

店
）、
千
葉
信
用
金
庫
白
井
支
店

中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度

　
こ
の
制
度
は
、
独
立
行
政
法
人
勤

労
者
退
職
金
共
済
機
構
・
中
小
企
業

退
職
金
共
済
事
業
本
部
が
運
営
し
て

い
る
、
中
小
企
業
が
加
入
し
や
す
い

国
の
退
職
金
制
度
で
す
。

　
こ
の
制
度
に
、
新
規
加
入
や
掛
金

を
増
額
す
る
場
合
、
国
が
事
業
主
へ

掛
金
の
一
部
を
1
年
間
助
成
し
ま
す
。

　
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
手
数
料
も

か
か
ら
ず
、
社
外
積
立
の
た
め
管
理

も
簡
単
で
す
。

　
市
で
も
、
こ
の
制
度
に
新
規
加
入

し
た
事
業
主
へ
掛
金
の
一
部
を
、
2

年
間
補
助
し
て
い
ま
す
。

無
料
職
業
紹
介
所

　
事
業
者
か
ら
の
求
人
を
無
料
で
随

時
受
け
付
け
、
求
職
者
に
対
し
て
求

人
情
報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
市
役
所
開
庁
日
の
午
前
9
時

〜
午
後
4
時

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
求
人

情
報
の
閲
覧
の
み
と
な
り
ま
す
。

場
所

　
市
役
所
2
階
無
料
職
業
紹
介

所問
　
商
工
振
興
課
　
内
線
3
2
4
1

・
3

固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
を
再
任

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
は
、

固
定
資
産
課
税
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

価
格
に
関
す
る
不
服
に
つ
い
て
、
中

立
的
・
専
門
的
立
場
か
ら
不
服
の
内

容
を
審
査
お
よ
び
決
定
す
る
執
行
機

情
報
公
開
・
個
人
情
報

保
護
審
査
会
委
員
委
嘱

　

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査

会
は
市
に
お
け
る
情
報
の
公
開
、
個

人
情
報
保
護
に
関
し
、実
施
機
関（
市

長
な
ど
）
か
ら
の
諮
問
に
応
じ
て
調

査
・
審
議
し
、
答
申
す
る
と
と
も
に
、

こ
の
制
度
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ

い
て
実
施
機
関
に
意
見
を
述
べ
る
こ

と
が
で
き
る
機
関
で
、
市
は
10
月
20

日
に
5
人
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
29
年
9
月
30
日
ま
で

の
2
年
間
で
、
委
員
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会

委
員
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

西
本
邦
男
（
会
長
）、
井
川
芳
枝
、

中
澤
孝
子
、
中
村
淑
子
、
古
井
正
二

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1
2

子
育
て
お
母
さ
ん
の
再

就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
＆

就
労
相
談
会
i
n
鎌
ケ
谷

　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
と
白
井
市
・
鎌
ケ
谷
市
・
印
西

市
が
共
催
で
「
自
己
理
解
と
キ
ャ
リ

ア
プ
ラ
ン
」「
就
職
ス
キ
ル
」を
テ
ー

マ
と
し
た
セ
ミ
ナ
ー
と
就
労
に
関
す

る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
セ
ミ
ナ
ー
お
よ
び
就
労
相
談
は
雇

用
保
険
受
給
者
の
活
動
実
績
と
な
り

ま
す
。

日
時
　
12
月
17
日
㈭
　
セ
ミ
ナ
ー　

午
前
10
時
〜
午
後
0
時
30
分
、
就
労

相
談
会

　
午
後
1
時
45
分
〜
4
時
30
分

場
所

　
総
合
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

（
鎌
ケ
谷
市
）

対
象

　
セ
ミ
ナ
ー

　
再
就
職
を
考
え

て
い
る
子
育
て
中
な
ど
の
女
性
　
20

人
、
就
労
相
談
会
　
一
般
　
3
人

（
ど
ち
ら
も
申
し
込
み
順
）

※
セ
ミ
ナ
ー
ま
た
は
就
労
相
談
会
の

み
の
参
加
も
で
き
、
就
労
相
談
会
は

年
齢
問
わ
ず
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

保
育
　
未
就
学
児
　
10
人
ま
で

※
保
険
料
1
人
1
0
0
円
が
か
か
り

ま
す
。

申
　
12
月
3
日
㈭
ま
で
に
電
話
で

商
工
振
興
課
商
工
振
興
班
　
内
線

3
2
4
1
へ

問
　
千
葉
県
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー

　
☎
0
4
3
（
2
4
5
）
9
4

2
0

関
で
す
。

　
市
で
は
、
再
び
鵜
野
洋
次
さ
ん
を

選
任
し
、
平
成
27
年
第
3
回
議
会
定

例
会
に
お
い
て
同
意
を
得
ま
し
た
。

　

現
在
の
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
は
、
次
の
皆
さ
ん
で
す
。

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

（
敬
称
略
）

髙
倉
聡
子
（
学
識
経
験
者
）、
山
本

久
男
（
納
税
者
） 

、
鵜
野
洋
次
（
学

識
経
験
者
） 

問
　
収
税
課
収
税
班

　
内
線
3
1
2
1

Q
　
地
域
で
防
災
の
活
動
を
し
て
い

る
。
そ
の
一
環
と
し
て
高
齢
者
の
見

守
り
を
し
た
い
。
消
費
生
活
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
な
見
守
り
活
動
が
で

き
る
か
知
り
た
い
。（

50
歳
代
・
男
性
）

A
　
高
齢
者
は
自
宅
で
過
ご
す
時
間

が
長
い
上
、
視
力
・
聴
力
な
ど
の

身
体
機
能
も
低
下
し
て
く
る
た
め
、

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が
大
き
な
事

故
に
つ
な
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

最
近
の
製
品
に
は
、
安
全
装
置
な
ど

安
全
面
で
の
配
慮
が
行
き
届
い
た
も

の
が
多
い
で
す
が
、
高
齢
者
は
長
年

使
い
慣
れ
た
古
い
製
品
を
愛
用
し
て

い
る
こ
と
も
多
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
冬
に
向
け
て
、
暖
房
器

具
な
ど
を
使
う
機
会
が
増
え
て
き
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
な
ど
燃
焼
機
器
の
事

故
は
火
災
に
つ
な
が
り
、
生
命
の
危

険
に
さ
ら
さ
れ
ま
す
。

　
一
人
暮
ら
し
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
で
は
、
特
に
地
域
の
見
守
り
が
必

要
で
す
。

　
高
齢
者
宅
を
訪
問
し
た
ら
、
ス

ト
ー
ブ
や
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
の
上
に

洗
濯
物
を
干
し
て
い
な
い
か
、
カ
ー

テ
ン
な
ど
燃
え
や
す
い
も
の
を
近
く

で
使
っ
て
い
な
い
か
な
ど
の
確
認
を

し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
台
所
で
毛
足

の
長
い
素
材
を
使
っ
た
衣
服
や
、
長

す
ぎ
る
袖
の
上
着
を
着
て
い
る
と
、

ガ
ス
コ
ン
ロ
の
火
が
燃
え
移
り
や
す

く
危
険
で
す
。
服
装
も
そ
れ
と
な
く

気
に
か
け
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
　

　
使
用
し
て
い
る
家
電
製
品
な
ど
に

不
具
合
が
な
い
か
聞
い
て
み
る
こ
と

も
大
切
で
す
。
調
子
が
悪
い
ま
ま
使

い
続
け
る
の
は
大
変
危
険
で
す
。

　
ま
た
、
製
品
に
問
題
が
あ
っ
て

メ
ー
カ
ー
が
リ
コ
ー
ル
を
し
て
い
て

も
、
そ
れ
に
気
づ
か
ず
使
用
し
続
け

て
い
る
場
合
も
多
く
実
際
に
リ
コ
ー

ル
対
象
品
と
知
ら
ず
に
加
湿
機
を
使

い
続
け
、
火
災
に
至
っ
た
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　
リ
コ
ー
ル
対
象
品
に
つ
い
て
は
、

消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
リ
コ
ー

ル
情
報
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
も
対
応
し

ま
す
の
で
、
気
軽
に
問
い
合
わ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
は
製
品
事

故
情
報
に
つ
い
て
の
配
布
資
料
も
用

意
し
て
い
ま
す
の
で
、
見
守
り
活
動

な
ど
に
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
〜
金
曜
日

　
午
前

10
時
〜
午
後
4
時

　
市
役
所
2
階
）

地
域
で
見
守
り
活
動

〜
高
齢
者
が

　
　
安
心
安
全
で
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
〜

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
193
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コ
ー
ナ
ー
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地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害
時

に
、
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
J

―
ア
ラ
ー
ト
）
か
ら
送
ら
れ
て
く
る

国
か
ら
の
緊
急
情
報
を
、
防
災
行
政

無
線
を
通
し
て
確
実
に
皆
さ
ん
に
伝

え
る
た
め
、
全
国
一
斉
の
試
験
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
試
験
放
送
は
、
市
内
各
所
に
設
置

の
屋
外
拡
声
子
局
か
ら
音
声
が
流
れ

ま
す
。

　
試
験
放
送
当
日
は
、
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

試
験
日
時
　
25
日
㈬
　
午
前
11
時
ご

ろ放
送
内
容
　
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
、「
こ

れ
は
、
テ
ス
ト
で
す
」（
3
回
繰
り

返
し
）、「
こ
ち
ら
は
、
ぼ
う
さ
い
し

ろ
い
で
す
」、
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

※
災
害
発
生
や
気
象
状
況
に
よ
っ
て

は
、
訓
練
放
送
を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
　
市
民
安
全
課
消
防
防
災
班
　
内

線
3
3
2
3
・
5

〜
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム

（
J
ー
ア
ラ
ー
ト
）
全
国
一
斉
放
送
試
験
〜

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た

全
国
一
斉
放
送
試
験
に
つ
い
て

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

防火ポスター・標語入賞作品が決まりました

印西地区消防組合管理者賞（最優秀賞）　岩本健吾さん（池の上小学校6年）

白井消防署長賞　藤原巧
こう

さん（池の上小学校3年）

西白井消防署長賞　山口みくのさん（清水口小学校3年）

佳作　小林采
さ ら

愛さん（桜台小学校6年）　渡来南
みなみ

美さん（白井第一小学校4年）

石井瑠菜さん（池の上小学校4年）

　印西地区消防組合では秋の火災予防運動の一環として、管内である白井市と印西市の小学校から防火ポスターと標語を募集したところ、28校
から1,128点の応募がありました。白井市から選出された入賞者は、以下のとおりです。

　千葉県警察では、各種犯罪や交通事故で困っている人のため
に、相談窓口を開設しています。
【相談窓口】
相談サポートコーナー　☎043（227）9110（プッシュ回線また
は携帯電話からは「#9110」）
女性被害110番　☎043（223）0110
少年センター（ヤング・テレホン）　☎0120－783497
女性相談所（電車内における痴漢など）　☎0120－048224、
Eメールによる相談　{ tekkeisoudan@police.pref.chiba.jp
印西警察署　☎0476（42）0110
※その他、公益社団法人千葉犯罪被害者支援センター（☎043
（225）5450）でも、犯罪被害に関する相談を受け付けています。
■問　千葉県警察本部犯罪被害者支援室　☎043（201）0110、印
西警察署警務課　☎0476（42）0110、市市民安全課交通防犯班
内線3321・2・4

犯罪被害者の相談窓口を開設

岩本健吾さんの作品 藤原巧さんの作品 山口みくのさんの作品 ■問　印西地区消防組合消防本部予防課　☎0476（46）9971

「市民農園」を開設しませんか
　市民農園とは、都市生活者がレクリ
エーション目的などで小規模の農地を
利用して自家用野菜などを栽培するた
めの農園のことです。
　高齢者の生きがいづくりや生徒・児
童の体験学習の場として、また、農地
の有効活用の観点からも普及促進が求
められています。
　市民農園を開設するには、「市民農
園整備促進法」や「特定農地貸付法」
によるもののほか、法的手続きのない「農園利用方式」によるも
のがあります。開設方法については、市ホームページで確認する
か問い合わせてください。
■問　農政課農政班　内線3254

　世界中で、9月21日の「世界アルツハイマー
デー」を記念して、この日を中心に認知症の
理解と病気に対する社会への啓発活動を目的
にパレードなどが行われています。
　2007年に日本で初めて千葉県が「認知症メ
モリーウオーク」を行い、現在では県内各所
で開催されています。
　市も今年初めて「認知症メモリーウオーク」
を開催します。
　当日は、市マスコットキャラクター「なし
坊・かおり」や県のチーバくんも参加し、白
井駅周辺で認知症についての啓発活動を行い
ます。

　ウオーキングコースは、白井駅前センターを出発し、白井駅北口付近で
折り返し白井駅前センターに戻る約1.5㌔㍍のコースです。
日時　12月13日㈰　午前10時～正午（受け付け　午前9時30分～）
集合場所　白井駅前センター
対象　一般、認知症の人とその家族、介護事業所の人や認知症に関心のあ
る人　50人（申し込み順）
※介助が必要な人は申し込みの際に一緒に申し伝えてください。
■申・■問　12月9日㈬までに、電話かファクスで住所、氏名、年齢、電話番
号を記入の上、地域包括支援センター　☎（497）3474・N（498）4832へ

認知症メモリーウオーク・千葉in白井
～認知症でも安心な白井に～

【防火標語の部】
白井消防署長賞　長野駿哉さん（池の上小学校5年）

西白井消防署長賞　土谷絢菜さん（大山口小学校6年）

佳作
小西彪

ひゅうが

雅さん（池の上小学校5年）、江尻直人さん（桜
台小学校5年）、山﨑望

の あ

愛さん（白井第二小学校4年）
青木虎太郎さん（白井第一小学校2年）

「気をつけよう
　火遊びゆだん　火事のもと」

「どう消すの？
　歩きながらの　タバコの火」

【防火ポスターの部】

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
10
月
23
日
か
ら
11
月
2

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
、
結
果
は
全
て
の
品
目
に

お
い
て
「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

市
検
査
品
目

　
キ
ョ
ウ
イ
モ
、
ル
ッ

コ
ラ
、
ハ
ク
サ
イ
、
カ
ブ
、
ホ
ウ
レ

ン
ソ
ウ
、
大
根
、
ネ
ギ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班
　
内
線
3
2
5

1
〜
4
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　ゆったりとハーブティーを飲みながら、気軽に楽しく妊娠・出産
について学んでみませんか。
　「ベビーサロン『いっぽいっぽ』」との交流タイムもあるので、出
産予定日の近い妊婦さんだけでなく先輩ママとも話ができます。
日時　12月3日㈭　午前10時～正午（受け付け　午前9時45分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月までの妊婦とその家族　25人
（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（1週間前までに要申し込み）
持ち物　母子手帳、筆記用具
参加費　100円（「ヘルシーおやつ」およびハーブティー代）
■申・■問　電話で健康課母子保健班　☎（497）3495か、「ちば電子申
請サービス」の白井市「平成27年度マタニティ向け講座・子育て応
援講座申し込み」へ
※電子申請は開催日の1週間前までに申し込みをしてください。

　気軽に参加でき楽しくおしゃべりできる場です。子育て仲間の輪
を広げませんか。親子のふれあい遊びの紹介もあります。
日時　12月3日㈭　午前10時30分～正午（受け付け　午前10時15分～）
場所　保健福祉センター
対象　おおむね生後6カ月までの乳児とその家族
※事前の予約は不要で、参加費は無料です。
■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

マタニティカフェ

ベビーサロン「いっぽいっぽ」

楽集（がくしゅう）キッチン男性料理教室
～料理づくりを楽しみながら新たなネットワークづくりをしませんか～

■申・■問　「男性料教室」①は11月26日㈭、②は12月9日㈬、「楽集キッチン」は12月3日㈭までに、参加希望日、住所、氏名、電話番号を、電話かメー
ルで健康課健康づくり推進班　☎（497）3494・{kenkou@city.shiroi.chiba.jpへ

～基礎から学べる男性のための料理教室～
　手間をかけずに、簡単で栄養バランスのよいおいしい料理を作っ
て、家族や友人のために腕を振るってみませんか。子育て中のパパや
料理に興味のある男性は気軽に参加してください。
日程　下表のとおり（作るメニューは2日間とも同じ）　
時間　10:00 ～ 13:00（受け付け　9：45 ～）
場所　保健福祉センター　
対象　市内在住の男性　各日16人（申し込み順）
参加費　400円（材料費）

日程表
日程 メニュー 持ち物

①12月1日㈫
②12月12日㈯

サケの包み焼き、小松菜と
ニンジンのおひたし、コン
ソメスープ、雑穀米、果物

エプロン、三角巾、手
ふき用タオル、筆記
用具

　「楽集キッチン」は、市と市民大学校OB会「発見五遊会」がコラボした
新しい料理教室です。「わいわい・がやがや楽しく料理を作りながら、知り
合いづくり・健康づくりをするための集いの場（キッチン）」をコンセプト
にしています。メニューは、冬に向けて体を温める内容です。
日程　下表のとおり
場所　保健福祉センター
対象　市内在住・在勤一般　18人（申し込み順）
参加費　500円（材料費）

日程表
日時 メニュー 持ち物

12月8日㈫　10:00
～ 13:30（受け付
け9：45 ～）

「しろい」マーボー豆腐、
温野菜サラダ、薬膳スー
プ、デザート

エプロン、三角巾、マ
スク、雑巾2枚、手ふき
用タオル、筆記用具

　
食
中
毒
は
夏
の
暑
い
時
期
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
冬
に
も
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
食
中
毒

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
こ
の
食
中
毒

は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食

品
を
食
べ
る
こ
と
、
ま
た
調
理
者
を

介
し
た
食
品
の
汚
染
や
手
洗
い
が
十

分
で
は
な
い
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま

す
。 〜

冬
は
特
に
注
意
〜

　
　
ノ
ロ
ウ
イ
ス
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
胃
腸
炎

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症
胃

腸
炎
と
は
、
潜
伏
期
間
が
24
時
間
か

ら
48
時
間
で
、
主
な
症
状
に
下
痢
や

吐
き
気
、
お
う
吐
、
腹
痛
、
軽
度
の

発
熱
が
あ
り
ま
す
。

　
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
感
染
力
が
非
常

に
強
く
集
団
感
染
を
お
こ
し
や
す
い

た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
に
効
果
の
あ
る
薬
や
ワ

ク
チ
ン
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
脱
水
に
注
意
し
、
水
分
が
取
れ
な

い
場
合
は
病
院
で
輸
液
（
点
滴
）
す

る
な
ど
の
症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
を

行
な
い
ま
す
。

　
発
症
し
て
も
風
邪
の
よ
う
な
症
状

で
済
む
人
も
い
ま
す
が
、
抵
抗
力
が

落
ち
て
い
る
人
や
乳
幼
児
で
は
重
症

化
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
下
痢
や
お
う
吐
の
症
状
が
あ
る
時

に
は
、
水
分
を
多
め
に
摂
取
す
る
よ

う
に
心
が
け
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

予
防
の
ポ
イ
ン
ト

　

●
家
族
の
健
康
状
態
に
注
意
し
、
症

状
が
あ
る
時
は
、
調
理
な
ど
の
食
品

を
取
り
扱
う
作
業
を
し
な
い

●
ト
イ
レ
の
後
や
食
事
前
な
ど
は
特

に
丁
寧
に
手
を
洗
う

●
食
器
や
調
理
器
具
を
清
潔
に
す
る

●
お
う
吐
物
や
排
泄
物
は
、
使
い
捨

て
の
マ
ス
ク
と
手
袋
を
着
用
し
た
上

で
処
理
し
、
熱
湯
や
塩
素
で
消
毒
す

る問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

【
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン

タ
ー
】

◆
不
妊
相
談

　
不
妊
で
悩
む
夫
婦
な
ど
へ
の
一
般

的
な
相
談
や
不
妊
治
療
に
関
す
る
情

報
提
供
を
し
、
医
療
面
・
精
神
面
で

の
相
談
を
行
い
ま
す
。

※
不
育
症
に
関
す
る
相
談
も
行
っ
て

い
ま
す
。

日
時
　
12
月
10
日
㈭
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所

　
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）

対
象

　
不
妊
に
関
す
る
相
談
を
希
望

さ
れ
る
夫
婦
な
ど

　
3
組
（
申
し
込

み
順
）

申
・
問

　
12
月
7
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
印
旛
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
旛

保
健
所
）
地
域
保
健
課
　
☎
0
4
3

（
4
8
3
）
1
1
3
4
へ

　おおむね60歳以上の人を対象とした、仕事とボランティアの
マッチングイベント（参加者との顔合わせ）を開催します。
　60歳以上で求人がある企業やボランティアの募集をしている事
業などについて、主催者ごとにスペースを設けて業務説明を行い
参加者とマッチングを行います。
　「シニアの仕事と年金・社会保険講座」も行いますので、いつ
までも元気に働きたい、空いた時間にちょっとしたボランティア
をしたい、やりがい・生きがいのある仕事を見つけたい人は気軽
に参加してください（申し込み不要）。
日程　12月6日㈰
時間　講座　午前10時～ 11時30分、就労とボランティアのマッ
チングコーナー　午前11時30分～午後4時

場所　保健福祉センター
参加予定の業種　営業・接客・介護・食事など宅配サービス・趣味（楽器や踊りなど）
披露のボランティアなど
※求人やボランティアの充足状況により変更の場合があります。
■問　地域包括支援センター　☎（497）3474

就活・プチボラマッチングイベント
～60歳から年齢制限なし～

　地域ぐるみネットワーク会議から発案されたサロンを開
催します。
　地域ぐるみネットワーク会議とは、年齢を重ねても社会
とつながり、やりがいや生きがいを持って暮らせる地域づ
くりを目指して、地域住民・地域の団体・民間事業者や介
護保険事業者・行政など、さまざまな人が協働で新たな高
齢者生活支援の取り組みを検討しています。
　当日は唱歌を歌ったり、喫茶、ハートのオーナメント（飾
り）作りや骨密度測定などいろいろなイベントを行います。
　地域でデビューしたい男性も歓迎ですので気軽に参加し
てみませんか。
日時　27日（金）午後1時30分～ 4時
場所　愛の家グループホーム冨士
対象　一般
※申し込みは不要です。
参加費　100円（飲み物代）
※手芸を希望する人は別途
材料費がかかります。
■問　地域包括支援センター
☎（497）3474、社会福祉
協議会　☎（492）5713

ひだまり冨士サロン
～歌って・話して・作って・つながって～

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

サロンでのイベントを楽しむ皆さん



総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
4
ク
ラ
ブ
合
同
ソ
フ

ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会

　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
会
員
に
よ
る
ソ

フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に

興
味
の
あ
る
人
は
誰
で
も
参
加
で
き

ま
す
。

※
各
ク
ラ
ブ
の
新
規
会
員
受
け
付
け

も
行
い
ま
す
。

日
時
　
22
日
㈰
　
午
前
9
時
30
分
〜

正
午

場
所
　
白
井
第
三
小
学
校
体
育
館

対
象
　
各
ク
ラ
ブ
会
員
登
録
者
お
よ

び
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
に
興
味
の

あ
る
人
（
自
由
参
加
）

持
ち
物
　
室
内
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲

み
物

参
加
費
　
無
料

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

Oオ
ー
エ
ヌN
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

2
0
1
5
イ
ベ
ン
ト

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
体
験
の
ほ

か
、
芋
煮
や
う
ど
ん
、
コ
ー
ヒ
ー
の

配
布
な
ど
を
行
い
ま
す
。
み
ん
な
で

楽
し
く
交
流
を
図
り
な
が
ら
一
緒
に

ス
ポ
ー
ツ
を
し
ま
せ
ん
か
。

※
新
規
会
員
受
け
付
け
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
3
時

※
雨
天
で
も
開
催
し
ま
す
が
、
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
の
種
目
は
中
止
し
ま
す
。

場
所

　
大
山
口
中
学
校

開
催
種
目

　
体
育
館

　
バ
ド
ミ
ン
ト

ン
、
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
、
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
卓
球
　
グ
ラ
ウ
ン
ド

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
模
型
飛
行
機
の
フ

ラ
イ
ト

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
硬
式
テ

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所

　
12
月
11
日
㈮

　
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象
　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

　国立国会図書館では、わが国の文化的資産を利活用できるよ
う、所蔵資料のデジタル化を進めています。デジタル化した資
料のうち、絶版などの理由で入手困難となった資料が市図書館
で閲覧できるようになりました。
　市図書館の利用カードを持っている人は館内のパソコンから
閲覧することができますので、調べ物に活用してください。
閲覧できる資料　国立国会図書館が昭和43年までに受け入れた
図書約50万点、明治期以降の貴重書など古典籍約2万点、平成
12年までに発行された雑誌約1万タイトル（商業出版されてい
ないもの）、平成3～ 12年度に送付を受けた博士論文約12万点

利用方法　市図書館利用カードを持参の上、図書館案内カウンターへ
※当館ではデジタル化資料を複写（印刷）することはできませんが、国立国会図書館に直接申し込
むことができますので職員に相談してください。複写にかかる料金は、実費負担となります。
■問　図書館　☎（492）1122

ニ
ス
　
そ
の
他
　
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

（
5
〜
7
㌔
㍍
）、
模
型
飛
行
機
の

作
成

参
加
費
　
無
料

問
　
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班

内
線
3
4
3
4

調べ物に活用しませんか

2015.11.157

国立国会図書館デジタル化資料の閲覧を開始しました

　　　　　　　　　　　白井梨マラソン大会上位成績者　　　　　　　（敬称略）

コース 部門 総合1位
市民の部

1位 2位 3位

2㌔㍍

親子ペア 中尾夕菜・正行
（東京都）

増田翔太・
美和

岡田鈴・
龍二

清水一輝・
圭介

小学4～
6年生

男子 佐藤春音
（習志野市） 形本祥太 桐生秀優 青木琉雅

女子 境真衣
（野田市） 鈴木可菜美 高久ひなの 大竹伶花

3㌔㍍
中学生男子 平野隆一

（鎌ケ谷市） 高橋侑世 岡本孝太 川井亮太

中学生女子 吉川香奈
（柏市） 東海林明花 中満有杏 梅澤美玲

5㌔㍍

一般
男子

39歳以下 内本真司
（船橋市） 伊藤雄史 高橋功樹 小泉智史

40歳以上 松本浩
（習志野市） 関英雄 小川浩一 山本義男

一般
女子

39歳以下 岡沢由衣
（柏市） 平井美月 小泉早紀 平井恵美

40歳以上 松本恭子
（船橋市） 野村陽子 冨園真由美 神田彩乃

10㌔㍍

一般
男子

29歳以下 佐々木翔太
（流山市） 本田健太 石井一真 田中將登

30 ～ 49歳 斉藤雄基（埼玉県） 玉井孝志 中里直樹 開発英洋

50歳以上 高田和義
（東京都） 小笠原誠 山岸弘行 日浦敏郎

一般
女子

29歳以下 竹内沙知
（千葉市） 福本爽帆 橋一葉 山本実紀

30 ～ 44歳 長能彩美（埼玉県） 中満有希 浅見千景 若井香織

45歳以上 佐藤寿枝
（松戸市） 萩野道代 津田稔恵 梶原信子

白井梨マラソン大会結果
　10月4日に実施した白井梨マラソン大会は好天に恵まれ、多くの参加
者が集まり、市内外の3,075人が完走しました。
　ランナーの皆さんはゴールした後、梨の試食を堪能していました。
　大会の総合の部および市民の部の各部門上位成績者は、右表のとおり
です。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3435

市内外のランナーが健脚を競い合いました ランナーの皆さんをなし坊たちも応援！

親子で一緒に楽しく走ったよ！ ゴールの喜びを分かち合いました

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

板
碑
（
板
石
塔
婆
）

　
板
碑
は
中
世
を
彩
る
文
化
財
で

す
。
そ
の
使
用
目
的
は
広
報
し
ろ

い
№
5
8
7
号
や
№
7
2
7
号
で

紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
今
回
は

市
域
の
特
徴
な
ど
に
つ
い
て
触
れ

て
み
ま
す
。

　
関
東
で
は
利
用
石
材
の
違
い
で
、

板
碑
は
秩
父
山
系
の
緑

り
ょ
く
で
い
へ
ん
が
ん

泥
片
岩
を

使
う
武
蔵
型
と
、
筑
波
山
系
の
黒く

ろ

雲う
ん
も母
片へ

ん
が
ん岩
を
使
う
下
総
型
（
常
総

型
）
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
板
碑
に

刻
ま
れ
る
主
尊
は
阿
弥
陀
仏
や
阿

弥
陀
三
尊
が
一
般
的
で
す
が
、
釈

迦
如
来
ほ
か
の
例
も
あ
り
、
仏
の

代
わ
り
に
題
目
を
彫
り
込
ん
だ
題

目
板
碑
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
す
。

　
北
総
地
域
で
板
碑
は
鎌
倉
時
代

の
1
2
6
0
年
代
に
登
場
し
て
お

り
、
一
時
的
に
谷
間
と
な
る
1
4

0
0
年
代
を
境
に
前
後
で
異
な
る

様
相
が
見
ら
れ
ま
す
。
前
は
1
3

4
0
年
代
頃
に
造
立
の
ピ
ー
ク
が

あ
り
、
僧
や
武
将
の
名
を
追
刻
す

る
例
が
多
く
、
後
は
1
4
6
0
年

代
頃
が
ピ
ー
ク
で
在
家
信
者
や
女

性
の
名
が
増
え
て
い
ま
す
。 

※
調
査
し
た
北
総
地
域
は
市
川
、

船
橋
、
松
戸
、
野
田
、
成
田
、
佐

倉
、
柏
、
流
山
、
八
千
代
、
我
孫
子
、

鎌
ケ
谷
、
四
街
道
、
印
西
、
白
井
、

酒
々
井
、
栄
で
す
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

　
板
碑
の
存
在
は
信
仰
の
様
子
だ

け
で
な
く
、
記
録
に
残
ら
な
い
村

や
人
々
の
存
在
を
浮
き
彫
り
に
し

ま
す
。
市
内
で
は
平
塚
、
法
目
、

七
次
、
神
々
廻
、
折
立
、
清
戸
、

名
内
、
長
殿
、
富
ヶ
谷
、
富
塚
地

区
な
ど
で
板
碑
が
発
見
さ
れ
て
お

り
、
こ
う
し
た
所
は
中
世
か
ら
村

が
開
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　
市
内
で
は
武
蔵
型
板
碑
が
大
半

を
占
め
ま
す
が
、
現
在
市
内
最
古

の
市
指
定
文
化
財
平
塚
山
本
家
の

乾
元
2
年
（
1
3
0
3
）
の
板
碑

は
、
釈
迦
如
来
を
主
尊
と
す
る
比

較
的
珍
し
い
も
の
で
す
。
ま
た
、

法
目
の
佛
法
寺
に
は
珍
し
い
南
朝

年
号
、
正
平
7
年
（
1
3
5
2
）

を
刻
ん
だ
下
総
型
板
碑
が
あ
り
ま

す
。
白
井
市
域
は
下
総
型
板
碑
分

布
圏
の
ち
ょ
う
ど
西
端
に
当
た
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
清
戸
や

富
塚
に
題
目
板
碑
が
あ
り
ま
す
。

題
目
板
碑
は
日
蓮
宗
と
深
く
関
わ

っ
た
も
の
で
、
県
内
で
は
市
川
市

の
中
山
法ほ

け
き
ょ
う
じ

華
経
寺
が
中
核
寺
院
で

あ
っ
た
た
め
、
市
川
を
中
心
と
す

る
分
布
圏
が
あ
り
、
そ
の
東
北
端

に
白
井
市
域
が
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
本
市
域
の
特
徴
は

い
ろ
い
ろ
な
タ
イ
プ
の
板
碑
が
見

ら
れ
る
こ
と
で
、
当
地
域
は
中
世

の
時
期
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
が

交
錯
す
る
場
所
に
当
た
っ
て
い
た

こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

題目板碑
（清戸地区）

年代 本数
1260 1
1280 8
1300 13
1320 57
1340 77
1360 50
1380 22
1400 10

北総地域年代別板碑資料数

1420 17
1440 40
1460 89
1480 72
1500 46
1520 14
1540 11
1560 1
1580 4



子

育

て

西  
親
子
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　
忙
し
い
育
児
の
合
間
に
茶
話
会
で

「
ホ
ッ
」
と
一
息
つ
き
ま
せ
ん
か
。

　
親
子
で
「
楽
し
く
変
身
！
か
わ
い

い
動
物
ぼ
う
し
」
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
19
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
子
育
て
中
の
保
護
者
（
自
由

参
加
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
茶
菓
代
）

公  

1
歳
児「
り
す
さ
ん
」

2
歳
児「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

合
同

　
親
子
で
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
ツ
リ

ー
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
7
日
㈪

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
26
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者

　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
12
月
4
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ク
リ
ス
マ
ス
会

　
サ
ン
タ
さ
ん
と
一
緒
に
歌
っ
た
り
、

踊
っ
た
り
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
12
月
9
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
30

組
（
申
し
込
み
順
）

※
親
子
自
主
サ
ー
ク
ル
の
希
望
者
も

参
加
し
ま
す
。

参
加
費

　
3
0
0
円
（
プ
レ
ゼ
ン
ト
、

菓
子
代
）

申
　
11
月
29
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

白  

親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
児
童
館
で
活
動
し
て
い
る
親
子
教

室
・
親
子
サ
ー
ク
ル
の
友
達
と
一
緒

に
、
白
井
地
域
活
動
グ
ル
ー
プ
「
な

ご
み
」
に
よ
る
劇
遊
び
や
手
遊
び
な

ど
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
12
月
11
日
㈮

　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象

　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者

　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

◆注意事項
●来場する際は上履きと下足袋を持参してください
●各センターで用意する来場者用駐車場は駐車台数に限りがあるため、
徒歩や自転車、車の乗り合わせなどで来場してください
※駐車場が用意できないセンターもあります。詳細は問い合わせてくだ
さい。
●プログラムの開催時間や内容は都合により予告なく変更する場合が
あります
●食べ物などの販売や無料配布は、なくなり次第終了します

西  西白井複合センターまつり
日時　12月5日㈯・6日㈰　午前10時～午後3時
内容・日程・プログラム（開催時間）　下表のとおり

内容 日程 プログラム（開催時間）

展示
5日㈯・
6日㈰

押し花の額、生け花、書道、写真、木彫り、編み物、
平和啓発、サークル活動内容紹介

発表・体験

5日㈯
三味線「梨花三味の会」（10：30 ～）、フラダンス「フ
ラサークル・キエレ」（11：15 ～）、カラオケ「すみれ会」
（13：00 ～）、ダンス「コパンドダンセ」（13：30 ～）

6日㈰

【視聴覚室】歌唱・キーボード合同発表「かえるの合唱」
「♯＆♭サークル」（10：30 ～）
【レクホール】大正琴「水陽会」（10：00 ～）、ジャズ
ダンスクラブ「レオタード」（11：00 ～）、健康体操自

じ

彊
きょうじゅつ
術（11：20 ～）、詩吟「黎

れいめい
明吟詠会」（11：50 ～）、

親和会カラオケ部「わらび会」（12：05 ～）、カラオケ「す
みれ会」（13：00 ～）、日本舞踊「坂東玉帆会」（13：30
～）、ヒップホップダンス「Mimi Fille（ミミフィーユ）」
（14：00 ～）、ストリートダンス「テンペスト」（14：15
～）、ジャズ・オーケストラ「スイング・ホワイト」
（14：30 ～）

5日㈯・
6日㈰

平和映画DVD上映会（11：00 ～）、将棋対局、パソコ
ン体験、七宝焼き教室（終日）

模擬店・
販売

5日㈯ おしるこ、手打ちそば
6日㈰ 赤飯

5日㈯・
6日㈰

手作りみそ、みそおでん、焼きそば、フランクフルト、
喫茶、焼き菓子、パン、バザー、絵、編み物、手芸品、
エプロン、七宝焼き

児童館
5日㈯

おはなし会（11：00 ～）、フラワーアレンジメント（終
日）

5日㈯・
6日㈰

子どもの広場、ゲーム遊び、工作

にしふくちゃんファミリー

～みんなでつどう・みんながまなぶ・みんなをむすぶ～

センターフェスティバル

センターフェスティバル日程表
センター名 開催日

西白井複合センター 12月5日㈯・6日㈰
桜台センター 1月30日㈯・31日㈰
公民センター 3月5日㈯
冨士センター 3月5日㈯・6日㈰
白井コミュニティセンター 3月12日㈯
白井駅前センター 3月12日㈯・13日㈰

　センターフェスティバルは、サークルや市民活動団体が1年間の学
習成果の発表や展示を行う場として、また各団体が作成した作品の販
売や子どもたちが楽しめる体験コーナーなど、地域の皆さんと交流で
きる場です。12月の西白井複合センターでの開催を皮切りに3月まで
各センターで開催します。各センターの実施日は下表のとおりです。

西白井複合センター（児童館の工作）

子

ど

も

白  

カ
レ
ン
ダ
ー
作
り

　
自
分
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ン

ダ
ー
を
作
ろ
う
。

高

齢

者

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
24
日
㈫

　
午
後
1
時
〜

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

は
じ
め
て
の
遺
産
相
続

と
遺
言
書
の
作
成
セ
ミ
ナ
ー

　
遺
産
相
続
や
遺
言
書
を
作
成
す
る

入
門
編
と
し
て
、
相
続
税
改
正
を
踏

ま
え
た
事
例
・
法
律
・
概
要
な
ど
を

交
え
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
個
別
相
談
会
を
行

い
ま
す
。

　
こ
の
機
会
に
専
門
家
の
話
を
聞
い

て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
セ
ミ
ナ
ー　

12
月
4
日
㈮
　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時
30
分

個
別
相
談
会

　
12
月
5
日
㈯

　
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
4
時

※
個
別
相
談
会
は
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

た
人
が
対
象
で
希
望
者
の
み
行
い
、

1
人
30
分
程
度
で
す
。

対
象

　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

申
　
11
月
26
日
㈭
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

介
護
支
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
制
度
登
録
説
明
会

　
市
の
「
介
護
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

制
度
」
は
活
動
に
応
じ
て
ポ
イ
ン
ト

が
付
与
さ
れ
る
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
、
65
歳
以
上
の
人
の
健
康
増
進
と

社
会
参
加
を
目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　
高
齢
者
施
設
で
入
居
者
の
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
補
助
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
す

の
で
、
興
味
の
あ
る
人
は
説
明
会
に

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
8
日
㈫
　
午
後
2
時
〜

3
時

場
所

　
七
次
台
中
学
校
区
地
区
社
会

福
祉
協
議
会
事
務
所「
て
の
ひ
ら
館
」

（
清
水
口
小
学
校
敷
地
内
）

対
象

　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上

申
　
電
話
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ

ー
へ

マイカレンダーを作ろう♪

日
時

　
12
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

11
時
30
分

対
象

　
小
学
生
以
上

　
10
人
（
申
し

込
み
順
）

参
加
費
　
2
5
0
円
（
材
料
費
）

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
か

直
接
白
井
児
童
館
へ

　みんなで楽しく料理を作ろう。
場所・日時・対象ほか　下表のとおり
持ち物　エプロン、三角巾、マスク、布巾、タオル、
上履き、飲み物

 冨  公  子どもクッキング

場所・日時 対象 メニュー・参加費

①冨士センター
12月5日㈯
10：00 ～ 13：00

小学生　16人
（申し込み順）

羽根つきギョー
ザ、中華スープ
300円（材料費）

②公民センター
12月12日㈯
10：30 ～ 13：00

小学生　12人
（申し込み順）

ハンバーグ、オ
ニオンスープ
350円（材料費）

■申　①は11月29日㈰、②は12月4日㈮までに参加
費持参の上、直接各センターへ

楽しく変身！かわいい動物ぼうし

西白井複合センター（三味線の演奏）

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
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募
集
・
伝
言
板

　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
定期的に実施されている児童館事業などは、
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

イ

ベ

ン

ト

◆
家
庭
倫
理
の
会
白
井
市
子
育
て
カ

フ
ェ
「
親
も
子
も
喜
ぶ
ほ
め
方
、
叱

り
方
」

　
子
育
て
の
悩
み
を
気
軽
に
話
せ
る

仲
間
作
り
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
15
日
㈰
　
午
前
10
時
〜
正
午

場
所

　
ザ
・
ワ
ー
ク
ス
（
冨
士
）　

講
師

　
一
般
社
団
法
人
倫
理
研
究
所

千
葉
て
る
子
さ
ん

　
持
ち
物

　
筆
記

用
具

　
参
加
費
　
大
人
5
0
0
円
、

子
ど
も
1
0
0
円
（
ケ
ー
キ
代
ほ
か
）

問
　
徳
平
☎
0
9
0
（
4
0
5
6
）

7
9
5
3

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
四
季
写
真
展

　
会
員
が
自
由
に
撮
っ
た
季
節
感
豊

か
な
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
17
日
㈫
〜
22
日
㈰
・

文
化
セ
ン
タ
ー
3
階
展
示
ギ
ャ
ラ
リ

ー
（
初
日
は
正
午
か
ら
、
最
終
日
は

午
後
4
時
ま
で
）

問
　
原
田
☎
（
4
9
1
）
3
8
3
6

◆
フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ
「
写
遊
人
」
写
真
展

　
会
員
そ
れ
ぞ
れ
が
好
き
な
ジ
ャ
ン

ル
で
切
り
撮
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
を
展
示

し
ま
す
。
会
で
は
新
規
会
員
を
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
細
は
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所
　
〜
11
月
20
日
㈮
・
白

井
駅
コ
ン
コ
ー
ス
、
11
月
24
日
㈫
〜

12
月
6
日
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
3
階

展
示
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
初
日
は
午
後
1

時
か
ら
、最
終
日
は
午
後
3
時
ま
で
）、

12
月
6
日
㈰
〜
15
日
㈫
・
西
白
井
駅

コ
ン
コ
ー
ス
（
初
日
は
午
後
4
時
か

ら
、
最
終
日
は
午
後
1
時
ま
で
）

問
　
平
塚
☎
（
4
9
1
）
9
7
1
6

◆
N
P
O
法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ

と
森
の
会

①
原
っ
ぱ
の
会
の
散
策
会

　
原
っ
ぱ
や
林
の
中
を
散
策
し
ま
す
。

日
程
　
11
月
21
日
㈯
、
12
月
19
日
㈯

（
雨
天
中
止
）　

②
里
山
の
保
全
活
動

　
里
山
の
自
然
環
境
を
守
る
た
め
に

草
刈
り
や
枝
拾
い
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程

　
11
月
22
日
㈰
、
12
月
11
日
㈮

（
雨
天
中
止
）

【
共
通
】

時
間
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
第
2
駐

車
場
（
清
戸
）　
対
象
　
市
民
　
20

人
（
申
し
込
み
順
）　
持
ち
物
　
飲

み
物
、
帽
子

　
参
加
費
　
1
0
0
円

（
保
険
代
、
中
学
生
以
下
は
無
料
）

※
長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
履
き
な
れ
た

運
動
靴
で
参
加
し
、
小
学
生
以
下
は

保
護
者
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
矢
野
☎

0
8
0
（
5
0
8
7
）
7
2
3
5
・

 y
m
h
arappa@

y
ah
oo.co.

jp

へ
◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
11
月
28
日
㈯
　
千
葉

市
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、

12
月
19
日
㈯
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ

ン
タ
ー
　
時
間
　
午
後
1
時
〜
4
時

対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
青
色
決
算
・
消
費
税
説
明
会

　
所
得
税
の
青
色
申
告
決
算
書
の
作

成
や
消
費
税
お
よ
び
地
方
消
費
税
の

申
告
書
の
書
き
方
な
ど
に
つ
い
て
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。

※
個
人
事
業
や
不
動
産
貸
付
を
行
う

人
は
、
記
帳
と
帳
簿
書
類
の
保
存
が

必
要
で
す
。
詳
細
は
国
税
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
程
・
場
所

　
12
月
1
日
㈫

　
千
葉

県
印
旛
合
同
庁
舎
（
佐
倉
市
）、
2

日
㈬

　
印
西
市
役
所
、
3
日
㈭

　
八

街
市
中
央
公
民
館
、
9
日
㈬

　
成
田

市
中
央
公
民
館
　

時
間
　
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

問
　
成
田
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部

門
☎
0
4
7
6
（
2
8
）
5
1
5
1

◆
大
人
の
た
め
の
朗
読
会

　
朗
読
の
会
「
も
え
ぎ
」
に
よ
る
朗

読
ラ
イ
ブ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
4
日
㈮

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時

　
場
所

　
文
化
セ
ン
タ
ー

2
階
研
修
室
　
朗
読
作
品
　
江
國
香

織
「
草

く
さ
の
じ
ょ
う

之
丞
の
話
」、菊
池
寛
「
極
楽
」、

吉
村
昭
「
梅
の
蕾

つ
ぼ
み」　
入
場
料
　
無
料

問
　
佐
藤
☎
（
4
9
2
）
6
2
2
4

◆
介
護
就
職
デ
イ
就
職
面
接
会
i
n

船
橋

　
介
護
分
野
の
人
材
確
保
と
雇
用
の

促
進
を
図
る
た
め
、
介
護
職
を
希
望

す
る
人
を
対
象
に
し
た
就
職
面
接
会

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
12
日
㈯

　
午
後
1
時
30

◆
「
ふ
れ
あ
い
健
康
麻
雀
」
会
員
募
集

　
認
知
症
予
防
に
効
果
が
あ
る
麻
雀

を
始
め
て
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
に

出
場
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

説
明
会
日
時
　
24
日
㈫
　
午
後
2
時

〜
3
時

　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
（
自

由
参
加
）

問
　
長
谷
川
☎
0
8
0
（
5
0
6
4
）

3
3
7
7
（
午
後
4
時
〜
）

福  
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
み

の
り
合
同
事
業「
収
穫
祭
」

　
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
農
園
野
菜
で
作

っ
た
豚
汁
を
販
売
（
1
杯
1
0
0
円
）

し
ま
す
。

日
時
　
26
日
㈭
　
午
前
11
時
30
分
〜

（
な
く
な
り
次
第
終
了
）

西  

初
心
者
の
た
め
の
パ

ソ
コ
ン
講
座
〜
エ
ク
セ

ル
の
基
本
〜

　
エ
ク
セ
ル
の
基
本
を
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
分
か
り
や
す
く
教
え
ま
す
。

日
時
　
①
12
月
2
日
㈬
・
3
日
㈭
　

②
1
月
21
日
㈭
・
22
日
㈮
　
午
前
9

時
30
分
〜
午
後
0
時
30
分

※
①
・
②
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上
　
各
8
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費

　
各
1
、0
0
0
円（
資
料
代
）

申
　
11
月
25
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

福  

ク
リ
ス
マ
ス
カ
ウ
ン

ト
ダ
ウ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

　
ハ
ン
ド
ベ
ル
や
ピ
ア
ノ
演
奏
、
コ

ー
ラ
ス
な
ど
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催

趣
味
・
教
養
・
学
習

し
ま
す
。
す
て
き
な
音
楽
の
時
間
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
2
日
㈬
　
午
後
0
時
15

分
〜
、
12
月
9
日
㈬
・
16
日
㈬
・
24

日
㈭
　
午
前
11
時
〜

※
出
演
者
に
よ
り
、
演
奏
時
間
が
異

な
り
ま
す
。
日
時
な
ど
が
変
更
に
な

る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

福  
コ
ッ
コ
広
場

　
み
ん
な
の
「
集
い
の
場
」
と
し
て
、

地
域
の
プ
チ
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
と
ワ
ン
デ
ー
シ
ェ
フ
ラ
ン

チ
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

【
コ
ッ
コ
広
場
・
ウ
ィ
ー
ク
デ
ー
】

日
時
・
内
容
・
定
員
　
12
月
11
日
㈮

①
午
前
10
時
〜
正
午
　
ネ
ク
タ
イ
で

作
る
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
・
15
人
　

②
正
午
〜
午
後
2
時
　
ワ
ン
デ
ー
シ

ェ
フ
ラ
ン
チ
・
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
①
3
5
0
円
　
②
5
0
0

円
（
材
料
費
）

【
コ
ッ
コ
広
場
・
サ
タ
デ
ー
】

日
程
・
内
容
　
12
月
12
日
㈯
　
①
天

然
の
エ
バ
ー
グ
リ
ー
ン
で
ク
リ
ス
マ

ス
リ
ー
ス
作
り
　
②
ア
イ
シ
ン
グ
ク

ッ
キ
ー
作
り

　
③
ソ
イ
＆
ジ
ェ
ル
の

香
る
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

　

12
月
26
日
㈯

　
④
ア
ロ
マ
ク
ラ
フ
ト

作
り

　
⑤
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー
体
験

時
間
　
午
前
10
時
〜
午
後
2
時

参
加
費
　
①
1
、
0
0
0
円
　
②
・

④
5
0
0
円
　
③
・
⑤
8
0
0
円

（
材
料
費
）

申
　
電
話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

西  

和
菓
子
体
験
教
室

　
和
菓
子
作
り
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
12
月
12
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師

　
菓
匠
松
久

　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物

　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク

参
加
費

　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
5
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

エ
プ
ロ
ン
倶
楽
部

〜
ア
ジ
ア
の
料
理
を

作
っ
て
み
よ
う
〜

　
ベ
ト
ナ
ム
を
代
表
す
る
料
理
「
生

春
巻
き
」
な
ど
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
13
日
㈰

　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

福   レクホール休止のお知らせ
　太陽光発電設備および蓄電池設備設置工事に伴い、
平成28年1月25日㈪～2月29日㈪はレクホールの利用
（予約含む）ができませんので、ご注意ください。
※その他の施設は通常どおり利用できます。

■問　福祉センター　☎（492）2022

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
白
井
国
際
交
流
協
会
　
田
中

ヒ
エ
ン
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
マ

ス
ク
、
布
巾

参
加
費
　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
12
月
6
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

コ  

こ
け
玉
で
作
る
〜
お

正
月
飾
り
〜

　
土
や
緑
に
触
れ
る
こ
と
を
楽
し
み

な
が
ら
、
正
月
に
彩
り
を
添
え
る
こ

け
玉
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
14
日
㈪

　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
一
般
　
10

人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
こ
け
玉
講
師
　
山
本
宏
さ
ん

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
タ
オ
ル
、
持

ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
2
作
品

分
の
材
料
費
）

※
保
育
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
　
12
月
5
日
㈯
ま
で
に
参
加
費
持

参
の
上
、
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

　
ゲ
ー
ム
大
会
や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
を
通
じ
て
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

情
報
交
換
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
12
月
18
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
4
時

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
る
ま
た
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
関
心
が
あ
る
人

　
50
人
（
先
着
順
）

参
加
費

　
5
0
0
円
（
茶
菓
代
ほ
か
）

西  

映
画
上
映
会
「
若
草

物
語
」

　
四
姉
妹
の
成
長
を
描
く
少
女
小
説

を
映
画
化
し
た
名
作
（
マ
ー
ビ
ン
・

ル
ロ
イ
監
督
、 

日
本
後
吹
き
替
え
版
）

を
上
映
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
は
不
要
で
す
の
で
、
懐

か
し
の
映
画
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
せ

ん
か
。

日
時
　
12
月
25
日
㈮
　
午
前
10
時
〜

正
午

分
〜
4
時
　
場
所
　
船
橋
市
中
央
公

民
館
　
参
加
事
業
所
数
　
16
社

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
第
1
職
業

相
談
部
門
☎
0
4
7
（
4
2
0
）
8

6
0
9

◆
S
I
N
C
S
ク
リ
ス
マ
ス
・
チ
ャ

リ
テ
ィ
・
コ
ン
サ
ー
ト
2
0
1
5

　
白
井
生
ま
れ
で
世
界
中
で
活
躍
し

て
い
る
若
手
サ
ッ
ク
ス
奏
者
の
中
島

諒
さ
ん
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
の
鈴
木
直
子

さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ク
ラ
シ
ッ

ク
か
ら
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
曲
ま
で
幅
広
い

演
奏
を
披
露
す
る
ほ
か
、
バ
レ
エ
や

創
作
ダ
ン
ス
な
ど
、
楽
し
く
盛
り
だ

く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。

　
収
益
金
の
一
部
は
、
市
の
ま
ち
づ

く
り
寄
附
金
や
東
日
本
大
震
災
遺
児

支
援
募
金
と
し
て
寄
附
し
ま
す
。

日
時

　
12
月
12
日
㈯

　
午
後
2
時
〜

（
開
場
　
午
後
1
時
30
分
〜
）　
場
所

文
化
会
館
な
し
坊
（
大
）
ホ
ー
ル

入
場
料
　
9
9
9
円

申
・
問

　
S
I
N
C
S
白
井
自
然
と

芸
術
文
化
の
会
事
務
局
☎
0
8
0（
4

7
2
7
）
8
7
1
8
・ sin

cs_

sin
cs@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
ク
リ
ス
マ
ス
★
フ
ェ
ス
タ

　
コ
ン
サ
ー
ト
や
ク
ラ
フ
ト
教
室
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
を
開
催
し

ま
す
。

日
時

　
12
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　
午

前
10
時
〜
午
後
3
時

問
　
千
葉
県
立
北
総
花
の
丘
公
園
☎

0
4
7
6
（
4
7
）
4
0
3
0

写真はイメージです

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

2015.11.159
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天
　
棟
梁
の
締
め
の
一
声
天
高
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

柳
沢　

純

地
　
生
家
跡
た
だ
秋
草
の
ゆ
る
る
ま
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井　
　

増
子
桂
子

人
　
林
檎
摺
る
か
つ
て
象
牙
の
聴
診
器

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台　
　
　

黒
河
内
和
子

【
選
評
】　
天
　
こ
の
締
め
は
江
戸
風
の
一
本
締
め
の
様
に
思
え
る
。

か
け
声
も
一
つ
拍
手
も
一
つ
で
あ
る
。
天
高
し
が
誠
に
す
っ
き
り

と
し
て
快
い
。
地
　
生
家
跡
に
立
て
ば
万
感
胸
に
湧
い
て
言
葉
も

無
く
多
く
を
語
ら
ず
に
秋
草
の
ゆ
れ
を
表
現
し
て
そ
の
思
い
を
伝

え
て
い
る
。
人
　
林
檎
摺
る
は
、
病
人
の
看
護
を
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
。
回
診
ま
た
は
往
診
の
医
師
の
聴
診
器
は
昔
象
牙
で
あ
っ
た
。

今
は
聴
診
よ
り
パ
ソ
コ
ン
の
画
面
を
見
て
い
る
医
師
の
方
が
多
い
。

湯
の
戻
り
銀
河
を
指
呼
に
山
の
宿

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込　
　
　

市
川
敦
代

ア
ル
プ
ス
の
雲
よ
り
白
し
秋
の
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上　
　

大
橋　

茂

秋
麗
や
父
母
の
住
む
麓
見
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

小
澤
喜
美
子

古
民
家
の
箒
目
堅
き
冬
の
庭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山　
　
　

齊
藤
眞
一
郎

奥
出
雲
山
の
風
音
走
り
蕎
麦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
山
口　
　

斉
藤
裕
子

狷
介
と
な
る
を
自
省
す
秋
の
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口　
　

松
村　

猛

支
笏
湖
の
深
き
を
訪
ね
十
三
夜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込　
　
　

山
川
純
子

男
衆
五
人
の
朝
の
剪
定
の

鋏
の
音
を
こ
こ
ち
よ
く
聞
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上　
　

関
根
千
浪

【
選
評
】　
朝
早
く
か
ら
植
木
職
人
の
男
衆
が
五
人
も
来
て
、
庭
木

の
剪
定
を
し
て
い
ま
す
。
枝
を
伐
る
鋏
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
音
が
心

地
よ
く
聞
こ
え
て
く
る
の
で
す
。

運
動
会
最
高
潮
ら
し
軽
快
な

鼓
笛
と
声
援
高
く
ひ
び
き
て
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
の
上　
　

蝦
名
幸
子

厨
事
で
き
る
幸
せ
栗
を
剥
く

半
身
不
随
の
姉
思
い
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
口　
　
　

小
野
葉
月

カ
ラ
オ
ケ
に
演
歌
を
歌
ふ
視
力
な
き

友
は
画
面
の
歌
詞
と
違
は
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士　
　
　

望
月
玲
子

風
立
ち
て
水
面
に
映
る
月
影
が

砕
け
金
箔
撒
き
た
る
ご
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台　
　
　

米
井
詩
織

　市民の小林幸吉さん（桜台）、
杉田重義さん（根）、竹内秋子さ
ん（西白井）の3人が、グラウン
ド・ゴルフの千葉県代表チーム
（男女12人）に選出され、9月19日、
20日に開催された「第70回国民
体育大会（2015紀の国わかやま
国体）」の公開競技に出場し、4
位に入賞しました。
　小林さんは「長生きして少し
でも全国大会に出られるような
成績を残したいです」、杉田さん
は「また同じメンバーで来年全国大会に挑戦してみたいと思います」、竹
内さんは「健康維持のためにグラウンド・ゴルフをしています。マイペー
スで楽しんでいます」と話してくれました。

小林さん　杉田さん　竹内さんが
国体のグラウンド・ゴルフで大活躍！

4 位入賞の杉田さん、小林さん、竹内さん（左から）

　10月4日、しろいふるさ
と大使のホリさんが、市
民に防犯意識を高めても
らうため印西署の一日警
察署長に就任し、印西市
の商業施設で開催された
「印西地区防犯フェスタ
2015」に集まった皆さん
に防犯を呼び掛けました。
　ホリさんは身内に不審
な電話が掛かってきたこ

とを例に挙げ「電話でお金に関することを言われたら気をつけてください」
と熱心に呼び掛けました。

しろいふるさと大使のホリさんが
一日警察署長で防犯を呼び掛けました

熱弁するホリさん

　10月15日、白井高校で主権者教
育の一環として弁護士による模擬
選挙が行われました。選挙権年齢
が18歳以上に引き下げられたこと
に伴い、3年生約180人を対象に架
空の「秋元市」の市長選を想定し、
空き地の利用方法（総合文化施設、
運動公園、ショッピングセンター）
を争点に弁護士3人が市長候補と
なり、それぞれ政策を訴え選挙戦
を展開しました。
　投票事務から開票事務までの選挙事務は生徒たちで行われ、投票用紙の
交付を受けた生徒は記載台で候補者の名前を記入し１票を投じていました。
　投票した生徒たちは「選挙は難しいと思っていましたが、投票すること
は大切なことだと感じました」「自分が投票した候補者が当選し、まちが良
くなってくれたらうれしい」と模擬選挙の感想を話してくれました。

投票を体験する生徒

白井高校生徒が模擬選挙を体験
１票の価値を学びました

　

り
、
実
際
に
外
国
に
行
っ
た
り
す

る
こ
と
で
外
国
人
と
直
接
交
流
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。
私
は
世
界

を
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
文
化
に
垣

根
は
な
い
と
感
じ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
文
化
の
違
い
を
理
解
し

尊
重
し
て
、
世
界
の
文
化
人
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
も
ち
ろ
ん
「
郷
に
入
り
て
は
郷

に
従
え
」
は
と
て
も
大
事
で
す
。

私
は
日
本
に
来
て
と
て
も
良
い

人
々
と
の
出
会
い
が
あ
り
、
日
本

の
考
え
方
が
自
然
に
身
に
つ
き
ま

し
た
。
心
を
広
く
持
ち
自
分
の
至

ら
な
い
部
分
を
受
け
入
れ
て
い
く

こ
と
で
、
新
し
い
自
分
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◆
自
分
ら
し
く
恩
返
し
を

　
今
中
国
で
は
発
展
に
伴
い
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

特
に
考
え
方
の
部
分
で
、
社
会
で

自
分
の
力
を
バ
リ
バ
リ
発
揮
す
る

調
や
表
情
な
ど
で
伝
わ
り
方
は
違

い
ま
す
。
中
国
語
講
座
で
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
表
現
・
言
葉
の
使
い
方

に
つ
い
て
文
化
的
背
景
も
込
め
て

説
明
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
日

本
人
が
さ
ま
ざ
ま
な
意
味
合
い
で

頻
繁
に
使
う
「
す
み
ま
せ
ん
」
を

日
中
辞
典
で
引
く
と
「
対
ト
ゥ
イ
不ブ

起チ
ー
」

し
か
出
て
き
ま
せ
ん
が
、
実
際
に

は
よ
り
軽
い
表
現
で
あ
る
「
不ブ

好ハ
オ

意イ
ー
思ス
ー
」
の
方
が
意
味
的
に
近

く
、
日
常
的
に
使
わ
れ
ま
す
。

　
異
文
化
と
接
す
る
上
で
重
要
な

の
は
、
色
眼
鏡
を
掛
け
ず
、
違
い

を
面
白
さ
と
捉
え
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
違
う
考
え
方
が
持
つ
文
化

的
背
景
を
理
解
す
る
努
力
が
必
要

で
す
。

　
中
国
人
は
声
が
大
き
い
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ

は
中
国
語
は
声
調
が
大
事
で
、
は

っ
き
り
し
ゃ
べ
ら
な
い
と
意
味
が

留
学
生
と
し
て
日
本
へ

　
私
は
中
国
の
河
北
省
の
出
身
で
、

日
本
は
、
幼
い
頃
世
界
地
図
を
見

て
近
い
外
国
と
し
て
興
味
を
持
ち

始
め
ま
し
た
。
今
で
も
覚
え
て
い

る
の
は
、
小
学
1
年
生
の
と
き
に

日
本
人
の
ツ
ア
ー
団
体
と
出
会
っ

た
こ
と
で
す
。
テ
レ
ビ
で
覚
え
た

唯
一
の
日
本
語
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
あ
い
さ
つ
を
し
た
ら
、
皆
お
辞

儀
し
て
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま
し

た
。
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す
し
、

な
ん
て
優
し
い
人
た
ち
だ
ろ
う
と

思
い
ま
し
た
。

　
中
国
で
は
日
本
に
つ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
目
で
確
か
め
た
い
と
思
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
日
本
の
大
学
院

に
留
学
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約

15
年
間
日
本
に
住
み
続
け
て
い
ま

す
。
そ
の
間
日
本
人
の
夫
と
結
婚

し
、
中
国
語
講
師
の
資
格
を
取
り

ま
し
た
。
白
井
に
は
4
年
前
に
転

入
し
、
地
域
で
交
流
を
し
た
い
と

思
い
白
井
国
際
交
流
協
会
に
加
入

し
、
中
国
語
講
座
の
講
師
を
担
当

し
て
い
ま
す
。

◆
言
葉
を
知
る
こ
と
は
文
化
を
知

る
こ
と

　
私
が
中
国
語
を
教
え
る
と
き
に

大
事
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
言
葉

や
人
々
が
持
つ
文
化
的
な
背
景
を

き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
す
。
言

葉
に
は
「
生
命
」
を
入
れ
る
こ
と

が
必
要
で
す
。
同
じ
言
葉
で
も
語

正
し
く
伝
わ
ら
な
い
か
ら
で
す
。

声
を
潜
め
て
話
す
こ
と
は
悪
口
を

言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
た
め
、

あ
ま
り
好
ま
し
く
な
い
と
い
う
考

え
方
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
を
知
る
た
め
に

は
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
⑦

王お
う

　
凌

り
ょ
うさ

ん

白
井
国
際
交
流
協
会
理

事
　
中
国
語
講
座
講
師

王さんの中国語講座の様子

「
入
世
」
を
め
ざ
す
儒
教
的
価
値

観
と
、
自
分
を
中
心
に
社
会
や
家

庭
・
労
働
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

の
調
和
を
重
視
す
る
「
出
世
」
に

代
表
さ
れ
る
道
教
的
価
値
観
の
二

分
化
が
起
き
て
い
ま
す
。
私
は
健

康
を
一
番
に
、
仕
事
・
地
域
活
動
・

国
際
交
流
と
バ
ラ
ン
ス
を
持
っ
て

頑
張
り
た
い
で
す
。

　
私
が
初
め
て
教
わ
っ
た
日
本
語

の
先
生
は
す
て
き
な
人
で
、
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
て
お
礼
を
持
っ

て
伺
っ
た
と
こ
ろ
、「
恩
を
感
じ

た
の
で
あ
れ
ば
私
で
は
な
く
他
の

方
や
社
会
に
返
し
な
さ
い
」
と
仰

ら
れ
た
こ
と
が
心
に
残
っ
て
い
ま

す
。
講
座
を
通
じ
文
化
の
違
い
を

伝
え
る
こ
と
で
、
市
民
レ
ベ
ル
の

相
互
理
解
に
貢
献
し
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
男
女
共
同

参
画
室　

内
線
3
3
5
5◆9月15日号のまちの話題で紹介しました、桜台の宮﨑功市さんが、

NHK・BSプレミアム「キズナでチャレンジ」に出演されます。
放送日　11月16日㈪　午後6時58分～ 7時（再放送）


